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調査報告
長崎県上五島地域(新上五島町)を訪問して
浦智裕・守田麻衣子・林美智子・田村善弘・小林但夫
(海浜台地生物環境研究センタ一環境社会学研究室)
緒言
本調査報告は本研究センター・環境社会学研
究室一向による、我が国における離島(鳥興)地
域のメッカである五島列島の北部に位置する上
五島地域(新上五島町)での調査(2011年3丹9
~ll 日)報告である。
1 .新上五島師における特産品の現状と課題に
ついて
(1)はじめに
本章では、長崎県新上五島町における特産品
を対象として、その概況、課題、コメント等を
記していく。
上記のことを明らかにするにあたっては、
2011年3月9・10. 11自に実施した新上五島
町調査の結果、また、その関係資料等を参考に
する。
(2 )新上五島町における特産品の概況
新上五島町における特産品は多種にわたるも
のがある O ここでは、農産加工品、水産加工品、
その他に分けてみてし、く。
①農産加工品
新上五島町は離島で平地が少なく山岳地形で
ある。その農業を取り巻く環境は非常に厳しく、
従事者の高齢化、後継者不足、鳥獣被害など問
題は山積している。このような中、製造されて
いる主な加工品についてみてしぺ。
-カンコロ餅
カンコロ餅は古くから、五島列島で親しまれ
た郷土食である。「カンコロJとは、五島の方言で、
サツマイモを薄く切って天日干ししたものを指
す。そのカンコロを蒸して、餅米、砂糖、ゴマ
l五島市観光情報サイト 特産品・土産HP
2五島うどんの通販産I度f五烏マルマスJHP 
3五島市観光情報サイト 特産品・土産HP
4五島特産品 いも焼酎蔵元iJTI販HP
などを混ぜ合わせ、整形lという工程で製造され
る。各家庭でもよく作られており、また地元の
業者が町内販売や島外への販路拡大を行ってい
る。なお、カンコロについては、契約農家が栽
培したものを仕入れている。
-豆ょうかん
五島産ではない小夏、砂糖、小麦粉、片栗粉
に五島で精製された自然の食塩を加え、添加物
を一切使用しないという五島の伝統的な製法で
製造されている 2。原材料が地元産でないため、
コスト面での問題があるのが現状である。
-五島茶
平成9年度から茶を導入し、 30戸を起す農家
が茶の栽培に取り組んでいる 3 その用途は様々
で、お茶の菜、茶うどん、サブレに混ぜ合わせ
る等がある。
-芋焼酎
平成19年に設立された「五島灘酒造株式会社J
で製造されているのが芋焼酎である。この会社
での焼酎造りは杜氏と蔵人の計2人で、行われて
いる。売れ行きに関しては、インターネット販
売を行って販路の拡大に努めた結果、年々増加
しているとのことであった。そして、後述する
五島手延べうどんに次ぐ上五島のブランド商品
の一つになった4 その背景には、長崎県物産流
通推進本部等のアドバイス、地元商工会及び町
との連携がある。芋焼酎の原料であるサツマイ
モは、約20の契約農家が栽培したもののみを使
用し製造が行われている O
以上の 4 品 I~I は、インターネット販売が行わ
れており、全関展開が進んでいる。これら以外
にも、農協女性部による味噌、インゲンなどが
ある。味噌は、原料が地元産ではないため、コ
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表1 主要水産物漁獲量
あじ類 | いわし
299.4 I 282.5 
資料:漁港港勢調査
さんま
499.1 
しいら
488.4 
スト面での問題があり、インゲンは島外への出
荷がされているという話を農林課から伺えた。
②水産加工品
新上五島町における水産加工品は多彩なもの
が製造されている。その第一人者ともいえる、
有川町漁業協同組合の主要な水産加工品につい
てみていく O
-アゴ(トビウオ)
新上五島町は、全国でも有数の漁獲地として
知れ渡っている。表 lに示しているように、ブリ、
イカに次いで多くなっており、新上五島町を代
表する特産品の一つである。有川町漁業協同組
合へ行った際に伺った話では、多種のものを製
造しているが、 トビワオをメインとして売り出
しているとのことであった。その加工用途はあ
ごだしスープ、つゆ、一夜干し、炭火焼きなど様々
である。
. l、カミ
表 1に示しているように、ブリに次ぐ漁獲量
の多さが見て取れる O イカの加工品に使用され
るイカは、スルメイカ、アオリイカと水イカで
ある。イカの加工品は、水イカ一夜干し、イカ
茶漬け、下足唐揚げ、烏賊水鮫子等がある。なお、
一夜干しとイカ茶漬けは平成f長崎俵物jに認定
され、良品質を約束された長崎を代表する逸品
と成り得た。売り上げに関しては、世界情勢や
漁場環境の変化に伴って、全体的に下がってい
るとのことであった。今後の取り組みとしては、
12 ~3月に大量に漁獲されるスルメイカに力を
入れていくというような意気込みが伺えた。
-鯨
かつて、新上五島町は鯨の町として栄えてい
たほど鯨とは深いつながりがある。現在では、
南氷洋で捕鯨調査により獲れたミンククジラを
原料としている。加工品は、刺身用スライス肉、
豆ワ夕、尾羽、串カツ、軟骨の粕漬け等がある。
③その他
-五島うどん
新上五島といえばf五島うどん」といっても過
はない特産品である。また、讃I1皮、稲庭と
たちうお
179.4 
単位・数義/トン(平成19年)
ぷり | イカ類
2，651.20 I 2，198.20 
並ぶ臼本三大うどんのーっとしても数えられる。
この五島うどんは、いくつもの工程があり、丹
念な作業のため、その生産量の少なさから「幻の
うどん」ともいわれ重宝されてきた。また、その
歴史は古く、遣唐使による伝来・元冠の役に捕
虜となり、五島に住みついた中国人が教えたな
ど様々な伝承が残っている。
11日には、船I1向うどん伝承館で、うどんづくり
の体験を行った。現在では、ほとんどの工騒が
機械化されているが、ここでは昔ながらの伝統
的製法である。今回、体験した工程は「かけば・
小引き・伸ばし」だけであるが、それを後世に残
したいという思いが感じられた。
-椿油
椿油の産地として有名な五島列島。また、椿
は長崎県の県花としても名高い。椿油の原料と
なるヤブツバキは、五島列島に数多く自生して
いるものであり、完全な天然ものである O 観光
物産課によると、持ち主の「自分の山の椿jとい
う概念はなく、それぞれが許可を得て採取し、
1 kgあたり700円での売買が行われているとの
ことである。また、「当たり年J・「はずれ年jの
落差が著しいために、現在では、椿の植林が行
われている。
採れた楕は、石鹸、シャンプ一、リンス、アメ、
五島うどんの製造工程に使用などと多様に活用
さhている。しかし、インターネットを利用し
た全国展開が行われているものの、それに見合っ
た大きな利益は得られておらず、徐々にその額
を伸ばしているというのが現状である。
-塩
豊かな海に固まれた五島列島では、平成9年
より、堀づくりが始まった。現在、新上五島町
内には、約20社の製塩業者がある。新上五島田I
の塩の特徴は、手間隙をかけた製造にある。そ
の製造法は以下の通りである。
汲み上げたミネラル豊富な五島灘の海水
1，000リットルを釜に入れ、 2、3日かけて
20%濃度のかん水を作り、カルシウム、海草や
プランクトンなどの不純物を坂り除く O 仕上げ
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釜に、出来上がった150リットル余りのかん水
を移して、とろ火で炊き上げ、さらに濃度を上
げると、純白の塩の結晶が完成する 5
塩の購入客からの評判は良く、「市販の塩はも
う使えなしリと言わせるほどである。しかし、塩
づくりは非常に手関がかかるため大量生産が難
しいという難点がある。
(3)今後の展開およびコメント
以上のように、新上五島町における主要な特
産品を挙げてきた。どの品も五島列島固有の豊
かな自然・文化特性を十分に生かし、農産物や
水産物などを利用した多岐にわたる商品開発が
行われている。本章では、農産加工品・水産加
工品・その他と分けてみてきたが、それぞれの
現状と今後について若干言及したい。
まず、農産加工品についてである。本町は、
離島で平地が少ないうえに山岳地形であり、か
つ農業従事者が少ないという環境にある。この
ような状況において、農産物を加工品の用途に
用いるのは困難を極める。しかしながら、カン
コロ餅や焼酎に使用されているのは本町産のサ
ツマイモである。サツマイモは比較的どのよう
な環境下においても栽培しやすいので、離島地
域における作物栽培として適当である。農家と
の契約で、原料の安定供給を図り、これから農
業を始めようとしている担い手に魅力ある農業
の姿を見せ、普及を促す寂り組みが現在進行形
で行われている。今後、農業者が増えることが
あれば、新たな農産物を使用した特産品の開発
につながることになる。
次に、水産加工品についてである O 離島とい
う地理的条件下において、恵、まれた自然である
海を存分に生かした水産加工品が数多くあり、
本主主で記したものは有川町漁業協同組合で製造
されているものの一部となっている。注目すべ
き点は、イカの加工品である。水イカ一夜干し
とイカ茶漬けが平成f長崎俵物Jに認定されたこ
とである。長崎県産の原料を使用し、厳格な品
質基準をクリアした品のみに与えられるという
ものであり、売り出す上での重要なアピールポ
イントになる。一方で、原料調達に関しては容
易なものではない。自然が相手であることに加
えて、近年における位界情勢の変化や環境悪化
Q J二五島?美|沫巡礼;
が顕著化してきており、漁業の運営をよりいっ
そう困難なものにしている。このような環境の
中、水産資源維持のために、魚介類の稚魚の放
流や養殖が望まれる。
最後に、その他についてである。これらに分
類されるのは、「伝統的な製造・昔からjという
ようなキーワードで共通するものになる。伝統
を重んじるというコンセプトで、インターネッ
トやTV等のメディアを通して売り出すことで売
り上げを徐々に伸ばしている。今後も、これら
を有効活用していくことが必要になってくる。
特産品で利益を出すためには、その地域のみ
での販売では当然のことながら成果を出すこと
は不可能である。そこで、新上五島町ではほと
んどの特産品についてインターネットによる全
国展開やメディア等を利用して販路の拡大を
閤っている O ネット社会である現在のiヨ本にお
いて、インターネットを介して商品を売るのは
必要不可欠なことである。一方で、特産品を製
造するうえで必要なのはその原料である。上述
したように、本IHJにおける農業を取り巻く環境
は厳しいものであり、水産業においても同様で
ある。これまで通りの製造を続けていくならば、
原料を調達するためのより一層の工夫が必要に
なるO 農林課によれば、現段階での新たな特産
品開発の予定はないとのことであった。原料調
達の環境が充実すれば、新たな特産品の開発に
つながる。将来的に、魅力的な特産品の開発が
可能になれば、結果的に本町の地域振興に結び
っくものと期待される。
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2.新上五島町における医療について
(1)概要
近年、日本の保健底療福祉を取り巻く環境は
急激な変化を迎えている。それらの主な要因と
しては、主に2つがある。第 1に、人見の高齢
化の急速な進行に伴い高齢者福祉サービスへの
ニーズが増大したことである。第2に、経済の
高度成長とともに、国民生活の向上にふさわし
し、質の高い底療サービスが求められてきたこと
などが挙げられる。
一方、離島における医療は、厚生労働省が定
める fへき地保健医瞭計画Jに基づき:tJJ;6が進め
られているが、医師や看護脚をはじめとした底
療従事者の不足など、未だ十分な!去療体制が整
備されているとは言えない状況にある。そのた
め、本土との医療水準の差は依然として残って
L 、る。
このような現状をもとに、本調査では離島の
箆
医療の現状と課題について取り上げる。一般的
に、離島の医療においては、本土とのアクセス
が悪いという性格上、本土との連携を強化する
一方で、島内においてもある樫度の医療水準を
確保することが求められる。そこで、本調査で
は離島における医療として、長崎県の新上五島
町を取り上げる O
(2)新上五島町における医療の現状
新上五島町では、医療の後退を防ぐため、医
療体制のあり方についての協議を経て、平成21
年6月にf新上五島町医療再編実施計画Jを作成
している。
新上五島町における医療施設の概況を図 1に
示す。新上五島i阿が運営している医療機関は、
平成22年10月に無床化した若松診療所、新魚自
診療所、他に津和1府へき地診療所などの8つの
へき地診療所である。
新上五島町には、町が運営している医療機関
の他に長崎県病院企業聞が運営する上五島病院
と、そのi附属診療所である有川医療センタ一、
平成23年4月から無床化される上五島病院の附
属診療所になる奈良尾病院がある。また新上五
島町には、歯科を除く民間の監療機関が2つあ
る。
町医療施設概況
平成23年1月現在
医療機関 錆床数 医姉数
一般 132床
上五島病院 療養 50床 22人
感染症 ヰ床
有)1病院 一般 無床 3人
奈良尾病院 一般 60床 2人
? ?
???????? ??? ?
国1 新上五島町臣療施設概況(平成23年1月現在)
資料:長崎県新上五島町[新上五島町医療湾線実施計画j。
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現在、医師や看護師など法療スタッフが不足
しており、各病院、診療所も厳しい経営を余儀
なくされている。
(3)新上五島町における聞き取り調査結果
本節では新上五島町における聞き取り調査の
結果をもとに、見解を整理する。
まず、匿療従事者の確保について伺った。町
立診療所には l人ずつの3人のi表部が常駐して
いる。 8つのうち4つのへき地診療所等は、長
崎県病院企業団の有川医療センターや奈良尾病
践に派遣を委託しているということである。
次に、大学などの機関との連携は行っている
のかについて伺った。臨床研修医の受け入れは、
基幹病院である長崎県上五島病院が行っている。
新上五島町としては、「長崎県立大学との相互協
力協定事業jの中で、看護学生の研修、現地調査
研究等に協力している。本土の医療機関との連
携体制についは、本土病院との連携は基幹病院
である上五島病院が担っているということであ
る。
救急患者がでた場合のl医療体制については、
町立診療所では一次医療の役割を果たしている
が、時間外を含めた救急患者は、基幹病院の上
五島病院へ救急車で搬送されている。さらに、
救急患者の状態によってはドクターへリや自衛
隊のへリを要請し、本土の医療機関へ搬送して
いるということであった。
予防医療などの面では、どのような取り組み
を行っているのかについては、町民の集団健診
や個別健診を実施しており、特に集団健診は「長
崎県健康事業団」に委託して実施し、個別健診
は町内の基幹病院や地域の診療所で実施してい
る。現荘、健診率の向上に取り組んでいるとい
うことである。また、少子化対策と将来の医療
費抑制策として f子宮頚がん予防ワクチン接種事
業jを町内中学生女子生徒を対象に、全額UlI費負
担で実施しており、その他、虫歯予坊のための
児童ポスターコンクール・展示、健康まつり、
ウォーキング講習会などを実施しているとのこ
とであった。
(4)新上五島軒調査の感想
新上五島町は、以前、調査を行った離島とは
全く異なっていたので、驚いた。以前、調査を行っ
た離島は山道が多いが、徒歩でも剖れる場所で
車を持っていない島民もいたが、新上軍島町は
生活するにあたって車が必須で整備もきちんと
されており、ここが離島なのか、という感じで、
離島のイメージががらりと変わった。様々な教
会を周らせてもらったが、どの教会も素敵なと
ころで神聖な気持ちになった。五島うどん作り
体験では、自分の手で掛けたり、伸ばしたりして、
五島うどんを作る過程を知ることができ、とて
も楽しく印象的だった。新上五島町での3日間
は毎日が新鮮な体験で、是非また来たいと思う。
医療面では、全国的にも医師不足は社会的な
問題となっているが、離島での医師不足も深刻
である。離島への医師の確保は、法学部生にも
高lE烏における医療を知ってもらう必要がある。
そこで、長崎大学での実践例にもあるように、
離島やへき地の研修を行っていない大学に対し
て離島医療を実際に見る実習や研修の機会を増
やす必要があるのではないか。こうした取り組
みをもとに、今後、離島などを含む地域医療の
充実が期待される。
離島やへき地における医療は様々な問題を抱
えているが、その多くは海を隔てているという
ことから引き起こされている。しかし、問題の
一つ一つを掘り下げてみると多くのことが解決
できるように思う。そのためには、医療スタッ
プと行政、島民が一丸となって医療をより良い
ものにしていくという意識が必要であると考え
る。また、本土との連携を強化しながら、病気
を未然に防ぐなど自分たちの健康は自分たちで
守るという積極的姿勢が必要と思う。
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3雀離島の教書の現状と展望
はじめに
近年離島地域では、少子化や過疎化に伴う生
徒不足や学校の規模の縮小、教員数の減少など
さまざまな問題が生じてきている o 1~IE 島地域に
おいては今後も少子化が深刻化していくと考え
られる。島の学校などの教育環境が撃っていな
ければ、島外に出て行かなければならず、ます
ます人口減少に歯止めがかからなくなってしま
う。よって、離島にとって教育は重要なもので
あると考えられる。長崎県の新上五島町‘におけ
る教育を中心に離島の教育の現状と教育のあり
かたを述べる。
( 1 )全掴の離島における教脊の現状
①離島地域の撤要
日本は6，852の島艇により構成され、このう
ち本州、北海道、四国、九州及び沖縄本島を除
く6，847島が離島である。このうち258島の有
人離島(76地域・ 110市町村)が離島振興法によ
る離島振興対策実施地域に含まれている(平成22
年現在)。また、このうち国土交通省が毎年度、
離島振興計画の実施のために必要な公共事業関
係予算を一括計上し、その振興を図っている島
は北海道内の6島を除く 252島004市UlT村)で
ある。近年は、少子高齢化や若年躍の島外流出
が深刻な問題となっており、人口減少に悩まさ
れている。高齢化比率(老齢人口)は33.0%であ
り、過疎地域、奄美等他のハンディキャップ地
域と比べても高い水準にある(r離島統計年報J
2008年版より)。
②離島地域の学校データ
日本の離島には、 550校の小学校、 339校の
中学校、 69校の高校が存在する(2008年時点、
下表)。高校は他のこつと比べると少なく、離島
の多くは、高校を有していない。
※学校数は本校の数・( )書きは分校の数。
高校
66(3) 
17，418(1，227) 
※生徒数は離島に所在する学校に在学する生徒数、( )書き
は本土の学校への透学(寄宿を合む)する生徒の数
離島においては、過疎化や少子化による生徒
数の減少や学校規模の縮小、教員数の減少など
の開題がある。複式学級数は年々増加傾向にあ
り、統廃合も進む中、離島地域における教育水
準の低下が問題視されている。
(2)長崎県の離島における教育の現状
①長崎県の教育の現状
公立小学校における 1校当たりの児童数は、
平成5年の278人から平成22年は204人に減少
している。全国的には減少傾向にある複式学級
数は、長崎県では平成5年の150学級から平成
22年は218学級と増加傾向にある。特に離島に
あっては半数近くの小学校で複式学級が編制さ
れるなど、少子化や過疎に伴う児童・生徒数の
減少により学校の小規模化が進んで、いるO ひと
りひとりに日が行き届き、教師と子どもたちの
ふれあいが多いなどの利点はあるものの、集団
生活の中で切碓琢磨する機会が少ないことや教
職員配置などの教育環境の整備が不十分であり、
教育条件の維持向上に向けた取組みが必要とな
る(県教育振興計画)。
②新上五島前における教育の現状
{学校のデータ]
平成22年度時点では、小学校は16校、中学校
は6校、高校は2校がある。年々児童・生徒数
は減少している。小学校では、 16校(90学級)の
うち9校(17学級)で複式学級制がとられている O
新上五畠田Tの児童数と生徒数の推移(人数)
{学校の再編]
新上五島町地域公共交通総合連携計画による
と、少子化に対応した教育環境の整備のため、
平成18年11月にf新上五島町立中学校・小学校・
幼稚閣の統廃合に対する基本的な考え方J、同年
12月にf新上五島町立中学校・小学校・幼稚園
の統廃合実施計画(今後5年間)Jがまとめられ、
これに従って統廃合が進められている。小学校
の再編に関しては、完全複式学級になった場合、
あるいは児童数が10人以下になった場合に統廃
合が検討されることになっている。ただし、統
廃合の対象校として各地区内の学校を擾先する
ことになっている。
平成23年4月から太田小学校が有jl小学校
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と、仲知小学校が北魚目小学校と統合されるこ
とになっている。平成26年には、奈良尾小学校
と岩瀬小学校(奈良尾地i豆)が統合予定で学校は
13校になる予定である。統合により児童の環境
が複式学級から多人数クラスに変化し、集団生
活の中で社会性を身につけたり、集!宝生活を楽
しめるようになったりしてきている。
[新上五島町での教育の取り組み]
①プラス発想の複式教育
複式教育とは、へき地性、小規模性という条
件下で複式学級の特性を生かし教育効果を上げ
る教育活動のひとつ。
複式学級とは、 2以上の学年がl学級を編制
して教育活動を営む学級のこと。国の学級編制
基準において、複式学級の児童生徒数は、小学
校では l学級16人(1年生を合む場合は8人)、
中学校では8人が上限と定められている。
複式教育のメリット
.個に応じた指導がしやすい
・児童関や児童と教師の関係が密接
.上下学年の協力的な学習態度
複式教育のデメリット
・序列意識が国定しやすい
.競争心に欠ける
.学習意欲が乏しい
など
など
~類似教材指導により学留の活性化を図る(若松
小学校の3年・ 4年)-
{複式授業づくりの視点]
国語科において両学年を類似教材で指導する
ことにより、両学年の子どもによる学び合いの
場が生み出され、学習の活性化をはかることが
できると考える。
[プラス発想]
・複式授業では、誼接指導できる時間が半減す
ると思われがちであるが、類似教材の指導計
画で学習を進めることで、間学年を同時に指
導できる時間を設けることが可能となり、直
接指導できることができる場を生み出すこと
ができる。
・類似教材を組み合わせた指導計画に基づいて、
関連のある学習を展開し交流場面を位置づけ
れば異学年構成だからこその学習の深まりが
期待できる。
共通課題「筆者のすばらしい説明のしかたを読
み取り自分の作文に取り入れるj
[複式授業づくりにかかるよさ]
・類似教材指導による学習において、共通課題
を設定したことで両学年が互いの学習に関心
をもちかかわりあいながら学習を進めること
ができた 0
・向学年ぺア交流の場を取り入れたことで学寄
の広がりや深まりがうまれた。 4年生が3年
生に具体的な表現併を示し、 3年生はそれを
参考にして表現を工夫したり、教えてもらう
ことで学習意欲がわいたりする効果があった。
②ココロの宝づくり推進事業
地域、家庭、学校が連携して、「ゆめを持ち、
心豊かに、たくましく生き抜く力jを持ったこど
もを育成する。行事の協力や、子供の育ちにつ
いて意見交換などをしながら書く地域に応じた
取り組みが行われている。
取り組み例
ところてん作り体験学習、浜つ子ふれあ
浜ノ浦小学校 い太鼓、地区の空き缶拾い、地域住民に
よるパト口一ルなど。
心の宝づくり推進週間に朝の活動から下
上郷小学校 校まで全教育活動を公開。子育てについ
て語り合う場所の提供。
今塁小学校 地域の人とかるたとりや湾掃活動、保護者とお菓子作りやドッジボールなど
(3)まとめ
離島地域においては複式学級の割合が高い。
これは、この地域の教育の特徴といえる O 複式
教育のデメリットの面から統廃合により解消さ
れているが、少子化が進んでいる中で、完全に
被式教育をなくすことができるとは限らない。
そこで、少人数や異なる学年が一緒に学ぶから
こそ得られることもあるので、そういった複式
36 調査報告
教育のメリットを生かすことを考え、授業を工
夫する叡り組みを行っていくことも必要なので
はないかと思う O少人数であれば、集中して学べ、
個人の指導時間も長くとれる。異なる学年が一
緒に学ぶのであれば、上学年が下学年を教える
機会ができ自分も相手も理解が進むなど、これ
らのことが学力向上につながるのではないかと
考えられる。学力を向上させることができれば、
同時に地域の力も高まっていくのではないかと
思う。複式教育やその地域ならで、はの教育を行っ
ている学校は、大学が行っている離島教育実習
の受け入れを積極的に行うなどして外との連携
を図ることで、離島教育や地域のことを知って
もらう機会にもなるし、逆に教育環境を整備す
る上でのヒントやアイディアが得られるのでは
ないかと思う。また、離島地域では、学校が中
心的な施設になることが多く学校・家賠・地域
が連携した活動が行いやすい。この3つが一体
となって、子どもたちに地元の魅力を伝えるな
どしていけば、地元への愛着心が生まれ、地域
を引っ張っていけるような人材を育成すること
ができるのではないかと思う。それから、地域
の取り組みをとおして島外との交流を行えば、
子どもたちもよその地域のことを知ったり、異
なる考え方に触れたりすることができ、あらた
めて地域のよさなどを考えることができると思
つ。
(4)最後に一感想一
新上五島町は、自然が豊かでとても景色がよ
くとても落ち着くところだなと思いました。島
内の中でもよい景色が見えるところに看板をた
ててそこから撮影すれば誰でもよい写真がとれ
れば記念になるなと思いました。何ヶ所かつくっ
てそこを巡るのもいいのかなと思いました。海
も砂浜も締麗なので夏はもっといいのだろうな
と思いました。
島の中にあんなにたくさんの教会があるとは
思いませんでした。それぞれの教会で外観も中
のステンドグラスも違うので、教会めぐりも意
外といいものだなと思いました。
道は整備されていて、アップダウンもあるし、
交通量も多くないし、自然のなかを走れてよい
トレーニングができそうなので、スポーツの合
宿をするのに適したところだなと思いました。
それから、普段はできない島ならでの体験を聞
に挟みつつ勉強合宿をするのもよいなと思いま
した。
電気自動車はなかなか乗れるものではないの
で、レンタルして島内を巡ることができるのは
新たな試みで面白いなと思いました。
特産品を島外へ出してPRする必要があると
思うけれど、どこでも手に入るようになってし
まっても興味が薄れるので、実際島に行かない
と買えない限定品もあるとよいなと思いました。
うどんづくりは、細く作るのに苦労したけれ
ど、手の素早い動きとリズム感には驚きました。
機械化も進んできているけれど、あの技が受け
継がれていくとよいなと思いました。
方言を取り入れたり地域の子どもたちがつ
くったりした観光ガイドがあったら面白いと思
いました。
(林美智子)
4.まちづくり・観光分野
(1)はじめに
本意では、 2011年3月9日(水) ~ 11日(金)
において実施した新上五島町での調査内容につ
いてみていく。ここではまちづくり・観光分野
を対象としている。なお、まちづくりについて
は交通、医瞭・福祉、教育、農林水産業などの
分野とも関連が深いため、詳述すると他の章と
重複する部分が少なからず出てくることが予想
される。そのため、本意でのまちづくりは商業
に関する部分を中心に述べることにしたい。
本章の構成としては、まず新上五島町におけ
る商業の動向とまちづくりと関連して同町で実
施されている買い物弱者対策についてみてしぺ。
次に、観光分野における取組みとして外部から
の観光客の誘致などと関連した事項について整
理する。最後に、これらの内容をもとに今後の
展望などについて簡単に述べていくことにした
。、 ???
(2)上玉患における高業と関連した対応
表 1にもあるように、町全体の人口は減少を
示しており、 1997年から2007年では15.6%の
減少を示している。地域別にみても全体で減少
を示しているが、奈良尾・若松では他地域に比
べて著しく減少していると Lづ特徴がみられる。
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表1 上五島地域における行政人口の推移
行政人口(人) 構成比(%) 増減率(%)
1988年 1997年 2007年 1988年 1997年 2007年 97/88 07/97 
全体 34，314 29，570 24，959 100.0 100.0 100.0 -13.8 -15.6 
若松 5，725 4，820 3，819 16.7 16.3 12.0 -15.8 -20.8 
上五島 8，672 7，835 6，951 25.3 26.5 21.9 -9.7 -11 .3 
新魚自 6，073 5，352 4，536 17.7 18.1 14.3 -11.9 -15.2 
有川 9，095 7，773 6，680 26.5 26.3 21.0 -14.5 ー14.1
奈良尾 4，749 3，790 2，973 13.8 12.8 9.4 ー20.2 ー21.6
出所:田村(2009)を一部改変。
表2 上五島地域における商業人口の推移
商業人口(%) 構成比(%) 増減率(%)
1988年 1997年 2007年 1988年 1997年 2007年 97/88 07/97 
全体 23，538 
若松 3，101 
上五島 9，409 
新魚目 X 
有川 ア，610
奈良尾 3，418 
註 :xは秘匿を意隊する。
資料.表1に同じ。
24，762 
2，161 
8，468 
4，879 
5，878 
3，375 
表3 0.&51度指数の変化
1988年
若松 0.54 
上五島 1.09 
新魚目
有 )1 0.84 
奈良尾 。目72
資料:表1に同じ。
18，575 
1，374 
6，254 
5，069 
4，591 
1，287 
1994年
0.51 
1.05 
0.59 
0.77 
0.76 
次に、商業人口である。高業人口は各地域の
小売商圏を示すものである。表2をもとにみる
と、行政人口同様に全体では減少を示している。
しかし、これを地域別に見ていくと、新魚目地
区のみ商業人口が増加を示しており、小売商閣
の拡大がみられる。
表3をもとに吸引度指数の変化をみていきた
い。吸引度指数とは、商業人口を行政人日で割っ
たものであり、この数値が l以上の地域は他地
域から消費者を吸引している地域であることを
意味している。つまり、時業の中心地になって
いることを意味している。表3では、 1997年の
時点、では上五島地域が l以上となっており、こ
の時点までは商業の中心地であったことがわか
る。しかし、 2002年以降では新魚目地域の吸引
100.0 100.0 100.0 5.2 -25.0 
13.2 8.7 7.4 -30.3 -36.4 
40.0 34.2 33.7 -10.0 -26.1 
X 19.7 27.3 X 3.9 
32.3 23.7 24.7 一22.7 山 21.9
14.5 13.6 6.9 1ー.3 山 61.9
級引度指数
1997年 2002年 2007年
0.45 0.36 
1.08 0.88 0.90 
0.91 1.29 1.12 
0.76 0.74 0.69 
0.89 0.60 0.43 
度指数が l以上となり、新魚目地域が商業の中
心地になっていることがわかる。これは同地域
の浦桑地区に大型庖のほか、多様な業態が集積
しており消費者のワンストップ・ショッピング
が可能になったことがあると考えられる O
これに関連して、 2006年の消費者の買物行
動についてみておこう。基本的には自らが居住
する地域で購入するという割合が高くなってい
る。他地域での購入についてみると、新魚目地
区で購入するという割合が高くなっている(若
松:23.9、上五島:28.4、有JlI: 33.0、奈良尾.
24.4)。その一方で、若松や奈良尾などの地域
では、長崎市での買い物のほか、通信販売を利
用した買物の割合も全体ではわずかな割合では
あるが、他地域に比べて高くなっている。
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表4 新上五島町における消費者の置物行動(2006年)
買い物先
居住地
下五島 長崎市 佐恒保市 通信販売 福間累 その他
若松 上五島 新魚目 有)11 奈良尾
者松 0.7 32.9 20.4 23.9 2.4 1.3 8.1 0.9 6.5 0.9 1.2 
上五島 0.0 0.1 53.9 28.4 6.6 0.0 3.3 0.9 4.4 1.2 0.8 
新魚目 0.0 0.0 18.6 63.2 7.8 0.0 2.1 1.7 5.7 0.3 0.5 
有 )1 0.0 0.3 10.0 33.0 46.1 0.0 1.4 1.0 6.1 0.9 1 .1
奈良尾 0.0 18.8 24.4 2.8 30.1 12.5 0.6 7.4 0.3 0.9 
資料:長崎県産業労働部商工振興課『平成18年消費者購買実態調査J。
このように、新上五島町においては新魚呂地
域、なかでも浦桑地区が商業の中心地となって
いる。しかし、浦桑地区が荷業の中心地とはいえ、
そこまでのアクセスについては、基本的には自
家用車が中心となる。この中心商!古街への消費
者の流出に伴い、各地域の既存の商時街は衰退
し、これに伴う開題も発生している。いわゆる、
買い物弱者の問題である 6
これについては、新上五島町では、長崎県の「ふ
るさと雇用再生特別基金事業jを活用して、「地
域生活支援システム構築事業jを商工会へ委託
し、 2009年9月から実施している。問事業は、
lfTの中心部から離れて買い物に不便をきたして
いる集落を拠点として、新たに麗用する生活支
援員2人が集落の要望を受けた商品の配達を通
して、集落住民の利便性向上と地域商陪の活性
化を図るものである。
同町では、北部の北魚岳地域の津和i崎、米山、
竹谷、一本松、仲知、江袋、赤波江の7地区を
対象として実施している。 2010年8月末時点で
81世事の登録があり、安否確認や訪問配達件数
を合めると事業開始から708件の件数があると
いうことである。つまり、これは同時に集落住
民との関わりが事業により生じたことも意味し
ている。事業自他は2011年度で終了するが、事
業を実施するなかで同事業が単に買い物支援の
みならず、独居老人が多い集落での安否確認の
面もあるようである。また、住民からは様々な
要望や感謝の声も寄せられており、集落の再生
にも貢献する事業としても注目を浴びている状
況である。また、このような事業は民開業者の
聞でも行われている。いずれにしても、今後ど
うなるのか法目する必要があると思われる。
(3 )観光
上五島地域は恵まれた自然環境を持ちながら
も、壱1I皮・対馬、福江などの島に比べてアクセ
スなどの面でハンディを抱えており、他地域に
比べて後れをとっていた面がある。しかし、近
年では長崎の協会群の世界遺産登録を推進し、
カトリックの教会を「うり」にした観光振興が進
められているところである。 2009年度には韓国
からのモニターツアーを行ったほか、住民のガ
イド育成などに対する活動も積極的に行われて
おり、世界遺産の登録が行われれば、観光客の
増加が見込まれるとみられる O 上五島における
チャーチ・ツーリズムについては、松井(2009)
などで紹介されているので、詳細は省くことに
する O そのため、本節では2011年3月9日~
11日のなかで気づいた点、特に同庁が推進を進
めている韓国人観光客の誘致と関連した点を中
心に述べることにする。
今後、教会の島としての知名度が高まれば、
囲内のみならず海外からの観光客も増加すると
考えられる。特に、キリスト教徒の多さ、上五
島へのアクセスなどを考えると韓国や中国など
の東アジア地域からの観光客が考えられ、特に
韓国からの増加が見込まれると考えられる。し
かし、国内からの観光客ではなく、海外からの
観光客となると日本とは異なる文化・習慣を持
つため、これに関する十分な知識がないと可い
に誤解が生じてしまうということにもなる。
とはいえ、そのためにはコミュニケーション
をとる必要があるので、まずは、当該地域の言
語に対する能力の向上が必要であるといえる。
これについては、実際に韓国語教護などが開催
されており、資料によれば実際に韓国語で話す
人もいるようなので問題ないようにも思われる。
日以下の記述は、 2011年3月10日に新上五島町役場で行った開き取り調査、ならびにそこでの資料をもとにしている。
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しかし、細かな点では改善のする必要があると
思われる点があった。
まず、案内の看板である。 2009年の韓国の江
原大学の学生の来IT時にも指摘があったことで
もあるが、日本語でいう f教会」は韓国語では耳
司(キョフェ)と翻訳することができるが、実際
にはこの旦詞はプロテスタントが使用するもの
で、カトリックの場合はせす(ソンダン)とする
必要がある。つまり、島内のf教会Jの看板を「立
詞Jとすれば、韓国からの観光客は上五島にはカ
トリックではプロテスタントが多いと認識する。
むろん、ツアーの場合はガイドがし、るので、そ
のような心配はないが、徐々に改善していく必
要がある。島内の看板(有}l1地区)のなかには、
既にせすとなっていたものもあったが、その他
の地域ではJilj司となっているものが多かった。
さらに、教会の案内板の韓国語についても、韓
盟諸にはなっているが、韓国人が読んだ場合に
理解しづらいもの(韓国では使わない表現など)
があった。看板作成の際は韓国人にネイティブ
チェックを受ける必要があると考えられる。
次に、サブの観光コースの充実がある。メイ
ンは当然ながら教会となるが、それだけではな
く、メインを固めるサブの観光コースを充実さ
せる必要がある。現在でも、うどんの製造体験、
漁業に関する体験などの様々な体験コースが用
意されている。こうしたコースなども活用しつ
つ、教会をメインとしながらも全体では上五島
の文化・自然環境に総合的に親しむことができ
るような内容にする必要がある。というのも、
上五島を売り込む際の白玉は島内に数多く存在
する教会であるが、島内の自然環境や食文化も
重要な観光資源となるからである。今回の調査
時に体験した五島うどんの製造は、観光客の年
齢にさほど関係なくでき、親子連れの観光客や
グループでの観光客もターゲットにすることが
できると思われる。また、自分で作って食べる
ということで、上五島の食についての知識を深
めるとともに、島内の児童・生徒にとっては伝
統を継承するという意味もある。したがって、
食脊の面においても有意義な内容であるので、
修学旅行生の誘致においては重要な売りにもな
ると考えられる。
以上にわたって、韓国人の誘致、メインとサ
ブの役割分担について述べてきたが、いずれの
場合も、海外からの観光客を誘致するのであれ
ば、英語もしくは当該国の言語に通じた人物が
必要になると考えられる。もちろん、ガイド付
きのツアーであれば通訳が付くので言語面の心
配はないが、上五島の文化や歴史については十
分とはいえない面もある。 ITの関係者の説明を
通訳すればそれで十分ではあるが、今後は海外
からの観光客にも対応できる人材(特に言語面
で)の育成も必要になっていくであろう。
(4)まとめ
これまでみてきた内容をもとにみると、以下
の点が必要になると考えられる。
第 1に、交通弱者等への対応の充実である。
買い物難民のところで指摘したように、交通弱
者の問題は今後、高齢化が進展するとともに深
刻になっていくようにも思われる。したがって、
買い物難民対策のような制度の充実や継続が今
後も必要になっていくと考えられる。
第2に、観光への対応の強化である。本文で
も述べたように、教会の島ということで韓国か
らの観光客の誘致を関るのであれば、上五烏の
魅力を最大隈に伝えられるように、韓国人と日
本人の文化や習慣の違いを理解した上での対策
が必要になる。ただ、この際、重要なのは全て
の韓国人に合わせるのではなく、自本の官慣も
理解してもらえるように努力するということで
ある。また、当該地域の言語に対応した人材の
育成も重要な課題となる O
これらの点についても今後、補強・改善して
いくことも必要になっていくのではないかと考
える。
[参考文献}
田村善弘「長崎県の離島における商業の現状と課
題JWCoastal Bioenvironmentl NO.14、佐賀
大学海浜台地生物環境研究センタ一、 2009年
12月。
松井圭介「キリシタン・ツーリズムが展開する
島々一五島列島(長崎県)J平岡昭利編『離島に吹
く新しい風J海青社、 2009年。
(田村善弘)
40 調査報告
5.離島航路間題
(1)はじめに
佐世保港から五島列島北部(上五島ー)の新上五
島ITの存川港に行くには所要時間 l時rM130分前
後・料金4，780円の高速船か、所要時開2時開
30分前後で料金2，820円のフェリーかの選択が
あるが、現地調査および帰宅時間の関係で今回
は往復高速船を利用した。すなわち行きは2011
年3月9日佐世保港13:05発の高速船「シーク
イーンJ115トン040人乗り)で新上五島町中
央部の有川港に向かい、帰りは3月11日、あの
歴史的な東告本大震災と大津波発生直後、東シ
ナ海にも津波注意報(のちに警報)が出ていたな
か有川港16:00発の高速船「フレッシュありか
わJ19トン02人乗り)で、佐世保港に戻った。
こうして、絶海の孤島という実態ではないが、
日本の本格的な離島の 1っと見られる上五島町ー
での経験から離島航路の重要性を認識し、それ
に関する感惣を述べたい。
(2)離島航路の位置
一一最大航路は長崎(市)方面一一
IT内(島内)には港がアつほどあるが、町外(島
外)への重要な航路としては、佐世保方面に行く
有)11港と長1碕方面に行く腕ノ浦港および奈良尾
港がある。図 1・2は両方面への近年の乗込人
と上陸人員の数を示したものだが、島ーから一
大都市へ船で、行く人の数は長1奇方面が佐世保方
面の1.5倍ほど多いことから、これら県内二大都
市との交流(二大航路)においては長崎方面が最
人
13αX幻
121αX氾
1αXlO 
100000 
以)()()()
80000 
7αXlO 
ぼ)()()()
2∞5 2α06 21∞17 21∞8 21α)9 
圏1 島の港からの乗込員数の推移
資料.新上五島町町資料。図2も同じ。
大で次いで佐世保方面が多いことが確認される。
(3) 1)プレイス・リフレッシユ船拙事業の開始
そこで上五島町は最大航路である長崎(市)方
面への航路において2011年からリプレイス補助
事業を開始し、併せて二大航路においてリフレッ
シュ補助事業を開始した。
さてこれら補助事業とは、毘!の離島地域等交
流促進基盤強化事業費を利用した補助事業であ
り、離島地域の交流人口拡大と住民の船舶利用
費負担の軽減を図ることを目的に、離島基幹航
路における船舶の更新(ワプレイス)および長寿
命化(リフレッシュ)に要する経費の補助を行う
ものである。
そしてこのうちリプレイス事業はまず2009年
から下五島(福江)・長崎間フェリーで開始され、
引き続き2010年から対馬・博多間のフェリーで、
2011年2月から上五島(鯛ノ浦)・長崎開高速
船で、また同年4丹から上五島(奈良尾)・長1奇
問のジェットフオイルとフェリーで開始された。
表1 リプレイス補助金に伴う運賃の変更(片道料金)
資料:広報しんかみごとう2011年3月号。
人
13αχ幻
12αXlO 
1αXlO 
1α)()()() 
9αXlO 
阪間
7αXlO 
60000 
長崎港方面両 l 
佐t佐保港方頭から
2∞5 21α)6 2'∞'7 2α)8 2α刃
図2 島の港からの上陸員数の推移
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表 1は、これら上五島町関係の3航路の新旧料
金一覧である。
またリフレッシュ補助事業として、下記表2
のような内容において、有JlI・佐世保聞のフェ
リー、ジェットフオイル、高速船と鯛ノ浦・長
I[府間のジェットフオイルと高速船において開始
された。
(4)効果
その効果については過去と比較できるデータ
がまだ揃っていないため、またmrの担当者から
も「良好Jという意見はまだ島民から聞いていな
いという控えめな回答しか得ていないため、現
時点では寡聞にしてまだ評価はできない。早く
とも 1年後等の再調査によって判断したい。
(5)他地域への影響について
①長崎県以外の島麟地域への影響
2010年9月の島根県議会では五島列島のリプ
レイス・リフレッシュ事業を見聞した県議会議
員による隠岐の島航路への援用を求める質疑が
行われたが(HPrリプレイス・リフレッシュ船
舶事業J2011年6月31日閲覧)、このような長
崎県以外の比較的多くの島を抱える地域での動
向把握も求められる。
②佐賀県への教訓
佐賀県の島艇は比較的近海の小島I[興であるが、
玄界灘沖の外海型離島も存在し、通学・通勤・
通院等における時間的空間的なハンディキャッ
プが存在し、冬場の時化の存在も無視できず、
船舶機能の向上や運賃問題も惇在する。五島列
島とまったく同様の対応は無理としても改善の
余地はあると思われる。
(小林恒夫)
表2 リフレッシユ補助金に伴う運量割引一覧表(対象者:離島基幹航路利用の島民)
運賃割引名 割引内容 適用条件等 割引額等
特定疾患医療受給者が通院に -割引申込書の提出
各航路の身体樺
特定疾患割引 限らず本土間において利用す -県発行の特定疾患医療受給者証の
る場合 提示
害者割引と同額
75歳以上の高齢者が本土聞に
-割引申込書の提出
後期高齢者割引
おいて利用する場合
-後期高齢者医療被保険証などの提 向上
刀て
離島の学校に通学する中学3 -学校長からの証問書提出
学生割引 年生・高校3年生のうち、就 (片道ずつl必要)
同上
①就職活動割引 職活動のため本土問において -フエリー利用の場合の適用は2等
利用する場合 旅客運賃に限る
離島の学校に通学する小学6 -学校長からの証明書提出
学生割引 年生・中学3年生・高校3年 (片道ずつ必要)
向上
②進学受験割引 生のうち、進学受験のため本 ーフエリー利用の場合の適用は2等
土聞において利用する場合 旅客運震に限る
離島の学校に通学する小・中-
-学校長からの証明書提出
学生割引 高校生のうち、 5名以上のグ
(片道ずつ必要)
③島内学生グルー ループで学校行事や島外学習、 向上
ブ割引 スポーツ大会などのために、
-フェリ一利用の場合の適用は2等
本土間において利用する場合
旅客運賃に限る
身樟番手帳所持者が通院に限
-割引申込書の提出
らず本土閤において自動車航
身障者割引拡充
送する場合は自動車航送料か
-身体障害者手帳の提示
向上
(自動車航送割引)
ら割り引く第 1種身体障害者
-第1穣身体障害者については、運
の介護者を舎む
転者は、本人・介護者を問わない
資料:表1に同じ。
